


本校は、「つながる力」•「学ぶ力」•「生きる力」を涵養することを基本理念

とし、日本語教育を通じて、学生がグローバルな視野と多様な価値を理解し、

自己実現を図るとともに、地域社会及び国際社会の発展に貢献できる自立した

人材育成を目指します。

基 本 理 念

教 育 目 的

実践的日本語力の育成

知 識 に 留 ま ら ず 、 地 域 社 会 と の 交 流 や 体 験 的 学 習 を 通 し て 「 使 え る 日 本 語 」 を

身につけ、社会生活で円滑にコミュニケーションできる力を養う。

主体的探究による自己成長 

課 題 発 見 か ら 実 行 ・ 改 善 ま で を 自 ら 行 い 、 多 様 な 価 値 観 と の 出 会 い を 通 じ て 潜

在能力を引き出す学習環境を整える。

多文化共生に向けた人材育成

異 文 化 理 解 と 相 互 尊 重 を 基 盤 に 、 地 域 社 会 と の 交 流 を 通 し て 責 任 感 を 育 て 、 多

文化共生社会に積極的に貢献できる人材を育てる。

教 育 目 標

社会に対応できる日本語力

理解力・表現力・協調性を高め、生活や進路に必要な実践的日本語を習得する。

自律的学習力と探究心

 主体的に学び続ける姿勢を育て、生涯にわたる自己成長の基盤を築く。

多文化理解と協働

異文化を尊重し、地域や他者との協働を通じて多文化共生社会の実現に貢献する。

進路支援とキャリア形成

個々の進路希望を早期に把握し、進学・就職に向けた体系的なサポートを行う。



本 校 は 、 「 つ な が る 力 」 • 「 学 ぶ 力 」 • 「 生 き る 力 」 を 教 育 の 柱 と し 、 日 本
語 教 育 を 通 じ て 学 生 一 人 ひ と り が 未 来 へ 大 き く 羽 ば た け る 学 び の 場 を 提 供
します。
 落ち着いた環境と充実したサポート体制のもと、学習と生活の両面で安心
できる学校です。

安 心 の 環 境 で 、 未 来 へ つ な が る 日 本 語 教 育  

本 校 の 特 徴

    本校は教育課程・学生支援・地域との連携を有機的に組み合わせ、安心
して学べる環境を整えています。
　 校 舎 は 大 阪 府 枚 方 市 野 村 元 町 に 位 置 し 、 JR 片 町 線 （ 東 西 線 ・ 学 研 都 市
線 ） 「 津 田 駅 」 か ら 徒 歩 圏 内 。 静 か な 住 宅 地 に 隣 接 し た 落 ち 着 い た 環 境
で、学習と生活を両立することができます。

　 課 題 解 決 型 の 学 習 や 地 域 交 流 活 動 を 通 じ て 「 使 え る 日 本 語 」 を 身 に つ
け、ICTを活用した授業で効率的かつ表現豊かに学習を進めます。
   さらに、畳スペースを活かした茶道体験などを通じて、日本文化を体感
的に学ぶ機会も提供。言語と文化の両面から学生の成長を支えます。
　経験豊富な専任教員と生活・進路支援スタッフが連携し、学習面・生活
面を多角的にサポートします。

　出席・成績・在留資格を一元的に管理する体制を整え、安心して学び続
けられる制度を構築しています。
　進路面では、大学・専門学校への進学や就職など、多様な希望に対応し
たキャリア支援を体系的に提供します。
　また、地域社会との連携を深め、異文化理解と協働を通じて、多文化共
生社会の実現に貢献できる人材を育成します。

１．教育理念に基づく安心の学び環境

２．実践的な日本語教育と充実したサポート

３．制度整備と進路支援、多文化共生への貢献



時間割

毎日45分×４コマ授業があります。（※入学者の日本語レベルによって、午
前・午後、どちらのクラスになるか決まります。）

午前クラス 午後クラス

１時間目 ９：00 〜９：45 13：15 〜 14：00

２時間目 ９：50 〜10：35 14：05 〜 14：50

3時間目 10：45 〜11：30 15：00 〜 15：45

４時間目 11：35 〜12：20 15：50 〜 16：35

レベル別目標

参照枠 レベル設定 到達目標（Can do）

A１ 初級

具体的な欲求を満たすための、日常的によく使われる表現や基本的
な言い回しを理解し、適切に用いることができる。自分や他人を紹
介することができ、どこに住んでいるか、誰と知り合いか、持ち物
などの個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。も
し、相手がゆっくり、はっきりと話して、助け船を出してくれるな
ら簡単なやり取りをすることができる。

A２ 初中級

ごく基本的な個人情報や家族情報、買い物、近所、アルバイトな
ど、直接的関係がある領域に関する、よく使われる文や表現が理解
できる。簡単で日常的な範囲なら、身近で日常の事柄についての情
報交換に応じることができる。自分の背景や身の回りの状況や、直
接的な必要性のある領域の事柄を簡単な言葉で説明できる。

B１ 中級

学校、アルバイト、娯楽でふだん出合うような身近な話題につい
て、共通語による話し方であれば、主要点を理解できる。身近で個
人的にも関心のある話題について、単純な方法で結び付けられた、
脈絡のあるテクストを作ることができる。経験、出来事、夢、希
望、野心を説明し、意見や計画の理由、説明を短く述べることがで
きる。

B２ 中上級

自身の興味や関心のある専門分野も含めて、具体的な話題でも抽象
的な話題でも複雑なテクストの主要な内容を理解できる。母語話者
と緊張することなく、流ちょうかつ自然にやり取りができる。かな
り広汎な範囲の話題について、明確で詳細なテクストを作ることが
でき、様々な選択肢について長所や短所を示しながら自己の視点を
説明できる。



出願資格 
外国籍を有し、下記の1〜6のすべてに該当する者。 

1. 日本以外の国において 12 年以上の学校教育もしくはそれに準ずる課程
を修了している者または修了する見込 みのある者。 

2. 年齢が満 18 才以上の者。 
3. 正当な手続によって日本国への入国を許可された者、または許可される

見込みのある者。 
4. 来日後 2 か月間程度はアルバイト無しでも生活が成り立ち、アルバイト

開始以後も長期休暇期間を除き週 28 時間以内の資格外活動で学費・寮
費・進学のための費用が賄える見込みがある者。 

5. 信頼のおける財政保証兼身元保証人を有する者。 
6. 以下の日本語学習時間とレベルを持つ者。 

進 学 ２ 年 課 程 ：  日 本 語 を  150 時 間 以 上 履 修 し 、 日 本 語 能 力 試 験  N5
（日本語教育参照枠 A1）程度以上。
進 学 １ 年 ６ か 月 課 程 ：  日 本 語 を  150 時 間 以 上 履 修 し 、 日 本 語 能 力 試 験
N4（日本語教育参照枠 A2）程度以上。

課程 入学時期 定員 出願期間

進学２年課程 ４月 ６０名 8月～9月頃

進学1年6か月課程 10月 ４０名 2月～３月頃

募集人員

学費



年間スケジュール



校舎写真



 バスで約４分 西口バス停より京阪バス乗車「野村」バス停前。
 枚方市駅方面行きのバス（62、72、78系統など）に乗車してください。
 徒歩で約13分　西口を出て国道307号方面へ直進し、「津田」交差点を左折し、直進約350m。

 バスで約18分　南口バス停より京阪バス乗車「野村」バス停より約60ｍ先。
 のりばから、穂谷（ほたに）方面、長尾駅方面、または津田駅方面行きのバスに乗車してください。
 （62、63、64、65、70、72、78系統など多くのバスが経由します）

 大阪駅から：約60分　（JR/京阪電車利用 → 枚方市駅下車 バス）
                   　　　　　（JR利用 → 津田駅下車 バスまたは徒歩）
 京都駅から：約60分　（近鉄電車/京阪電車利用 → 枚方市駅下車 バス）
            　　　　　　　（近鉄電車/ＪＲ利用 → 津田駅下車 バスまたは徒歩）

アクセス

JR片町線（東西線・学研都市線）「津田駅」より

京阪京都本線「枚方市駅」より

主要駅からの所要時間



〒573-0132大阪府枚方市野村元町7番3号
Email:  sanritsuedu@outlook.jp

TEL: 072-896-9927
FAX: 072-896-9928

HP:


